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上記の赤枠について、以下の通りに名前を付ける。 
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2 行×2 行の計算とみなせるので、この行列の積は以下の通りになる。 
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ここで、それぞれの要素を計算すると、以下の通りになる。 
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以上より、 
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となる。 
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上記連立方程式を行列で表すと、以下の通りになる。 
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ここで、 
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と置くと、
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で求めることができる。 

逆行列
1A を、掃き出し法を用いて求めると、 
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となる。以上より、連立方程式は以下の通り解ける。 
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【別解】 

逆行列
1A は、行列式を用いて次のように求めることもできる。 

A
A

A
~11   

ここで、 A は、次のように求められる。 
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よって、 A は正則である。 A が正則であるため、A
~
は、次のように求

められる。 
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よって、逆行列
1A は、以下のようになる。 
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後は、上記の解答と同じように解ける。 

 

 

 

 


